
開催!

学院への援助と共に
尚絅誌が届きます。

尚絅学院後援会は、「尚絅誌の発行」と「学院への援助」を
　  行っている支援団体です。学院を応援してくださる
　　方ならどなたでもご加入いただけますので、
　　ご協力の程お願い申し上げます。

※9月のみ通常号・入募集特集号同時発行

手数料無料の振込用紙がございますのでご利用ください。

5月 7月 9月 12月 2月

2,000 02230-3-2116円／年
郵便振込口座NO

（年6冊 5回発送）

年 会 費 納入方法

　今、尚絅は大きく生まれ変わろうとし
ている。新しい大学院「人間学専攻」
開設や中学校教諭(国語科)の資格取
得の実現、中学・高校・幼稚園での
様々な改革と取り組みなど、少子高齢
化の急迫に向けた先手が次 と々打た
れている。「尚絅らしさ」は言葉で定義
することは難しいが確実に存在する。
この「尚絅らしさ」を絶対損なわず、教
育機関としてさらに高度に発展し、未
来永劫に尚絅学院が輝き続けるよう
教職員全員一丸となって頑張らなけ
ればならない。

　 2015年度から大学に開設した「環境構想学科」を持つ尚絅学院は、周囲の山を里山 「尚絅の森」として再
生させるプロジェクトを立ち上げました。
　地球温暖化に象徴される環境問題を解決するためのキーワードは「自然との共生」です。地域の人々が日常
的に里山に立ち入り、ハイキングや植物・昆虫などの観察で市民や子どもたちが楽しい、また学べる時間を過
ごすことができ、 「自然との共生」の素晴らしさを体感できるならばその山は大きな価値を持つと言えます。
　里山を地域社会全員の「公共財」として、本プロジェクトを尚絅学院だけでなく、行政、市民と協働して知恵
を出し合い進めて行きます。皆で、里山「尚絅の森」を創って行きましょう！

（K・O）

※尚絅誌購読中の方で、氏名・住所等変更された場合は、ご連絡ください。
※記事を読んでの感想・懐かしい思い出のお写真、楽しい情報等もお待ちしています。
　お手紙・おハガキ・TEL・FAX・E-mailにてご連絡ください。

数年分をまとめてのお申し込みも、お待ちしております。

TEL022-381-3342   FAX022-381-3467
U R L：http://ap.shokei.jp/dk/
E-mail：koenkai@shokei.ac.jp

〒981-1295 宮城県名取市ゆりが丘4-10-1 
尚絅学院後援会
事　　務　　局

ノーマ　ビショップ様（84歳）
（元短期大学英文科教員・宣教師）
10月7日逝去されました

會澤　育子様（96歳）
（大学・表現文化学科教員　會澤まりえ様ご母堂）
10月14日逝去されました

鈴木　登様（97歳）
（経営管理部・事務職員　鈴木寿様ご祖父）
11月17日逝去されました

今野　昭子様（89歳）
（大学・人間心理学科教員　目黒恒夫様ご岳母）
11月21日逝去されました

今野　昭子様（89歳）
（大学・人間心理学科教員　目黒恒夫様ご岳母）
11月21日逝去されました

皆さんのご来場を
お待ちしております。
皆さんのご来場を
お待ちしております。

問い合わせ　尚絅学院大学　総務課
TEL.022-381-3333

問い合わせ　尚絅学院大学　総務課
TEL.022-381-3333

2016年12月17日（土）
13：30～14：30（開場13：00）

会場／尚絅学院大学礼拝堂

2016年12月17日（土）
13：30～14：30（開場13：00）

会場／尚絅学院大学礼拝堂
入場無料入場無料

主催：学校法人尚絅学院　協力：NPO法人水守の郷七ヶ宿、他

毎月第2土曜日
10時～14時活動日 尚絅学院大学

（学生駐車場集合）
場　所 里山再生エリアの

整備活動内　容

尚絅学院HP申込フォーム・申し込みFAX用紙より申込方法

尚絅学院 経営管理部総務課問い合わせ

※活動や準備物は毎回異なりますので、詳細は尚絅学院ホームページを参照してください

名取市ゆりが丘４丁目１０－１　　E-mail soumuka@shokei.ac.jp
Tel 022－381－3332    Fax 022－381-3335

今からでも間に合う、中学校入試！
この機会に、不安や悩みを解消しよう！
期　間 2017年1月16日（月）～18日（水）
時　間 16:00～18:30
内　容 各種相談、校舎見学、等
申し込み お電話でお申し込みください

Tel 022－264－5804
尚絅学院中学校入試広報部

中学校 「入試相談会」中学校 「入試相談会」 渡辺　真理
チャリティー
パイプオルガン
コンサート

渡辺　真理
チャリティー
パイプオルガン
コンサート
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尚絅学院中学校・高等学校の
国際交流

学校行事報告、同窓会コーナー
後援会

情報掲示板

今号の言葉

　　　はばたき
                  日東ベスト（株）特販事業部／伊藤　純さん

卒業生コラム

 教職員エッセイ  梅の花
経営管理部事務職員／山下　とも

輝き 
高校・インターアクト部

大学・尚志祭（格闘技部）

宗教主任からのメッセージ
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尚絅とみんなをつなぐコミュニケーション誌
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　中高では、10余年にわたりドイツのシュターデ市と交流を続けて

います。
　来年3月に、これまでのようにシュターデ市を訪れ、現地のギムナ

ジウム（中高一貫校）にお世話になる予定で、生徒宅にホームステイ

をし、生活を共にすることで異文化理解、他言語コミュニケーション

能力を養います。その後首都ベルリン市（州）を訪れ、

ヨーロッパ随一の、世界的に見てもハイレベルな芸

術・文化に触れ、感性を豊かにし、合わせて先の大

戦の戦争遺構や関連施設に訪れ戦争について学び、

平和について考える時を持ちます。また、教会の見

学やミサへの参加などを通して、キリスト教につい

ての理解を深めます。� （担当：西川�慶）

ドイツ短期交換留学（対象  中学校3年〜高校3年）
場所／ドイツ・ベルリン市、シュターデ市　【隔年実施】�2017年3月17日〜31日（予定

）

尚絅学院中学校・高等学校の

国際  　交流
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　「尚絅とイサベル校との姉妹校交流を深める」「ホームステイ
による生活体験をとおして、日本と韓国の文化理解を深める」を
目的として、6日間滞在してきました。� （担当：灰野�浩）

主なスケジュール

場所／大韓民国・プサン市　2016年7月13日（水）〜19日（火）（イサベル短期留学と受け入れを隔年で実施しています。）

1969年 初めての長期交換留学生をアメリカから受け入れ。
1984年 アメリカ合衆国への3週間の冬期短期留学を開始

（カンザス州・オクラホマ州・カリフォルニア州）。
1994年 アメリカ合衆国・モンタナ州への夏期短期留学を開始。
1996年 冬期短期留学をアメリカ合衆国・ミシガン州で開始。
1998年 韓国「イサベル中学・高等学校」と姉妹校調印、短

期交換留学開始。
1999年 韓国への海外修学旅行開始。
2000年 フィリピンで初の海外ワークキャンプ実施。
2003年 タイ「サハミット学園」と姉妹校調印。
2004年 ドイツ・シュターデ市との短期交換留学を開始。
2006年 タイ・スタディツアーを開始。
2007年 オーストラリアへの海外修学旅行開始。
2008年 オーストラリア「シティポイント・カレッジ」からの

短期留学を受け入れ。
2009年 タイ「サハミット学園」からの短期留学を受け入れ。
2012年 中高一貫コースでアメリカ合衆国・モンタナ州への

海外研修を開始。
オーストラリア「シティポイント・カレッジ」への長
期留学制度を開始。

2013年 キズナプロジェクトによるアメリカ西海岸への短期
海外研修を実施。
アメリカ合衆国・ウィスコンシン州からの短期留学
を受け入れ。
オーストラリア「シティポイント・カレッジ」への夏
期短期語学研修を開始。

2014年 スウェーデン・ヴェクショー市からの短期留学を受
け入れ。

2015年 カケハシプロジェクトによるアメリカ西海岸への短
期海外研修を実施。

7月13日 仙台→成田着（成田宿泊）　
14日 成田→釜山着　イサベル校へ

15日 登校→交流会・イサベル生と授業
陶磁器作りの体験→�ホームヘ

16日 ホスト家族と過ごす
17日 ホスト家族と教会礼拝へ

18日 登校→授業（音楽・美術・体育）
釜山ツアー　→�ホームへ

19日 登校→空港へ釜山発→成田着→仙台着

韓国イサベル短期交換留学（対象  高校生）

尚絅学院高等学校のみなさま
　1998年5月、尚絅学院高校とイザベル高
校が神様の計画の中で姉妹関係を結んで
以来、両校の関係が深まってきたことをと
ても誇りに思っています。尚絅生は純粋で
明るくて礼儀正しく、特に礼拝時間での静
かで敬虔なお姿は大感動でした。神様の祝
福が尚絅学院高等学校と永遠に一緒にな
ることをお祈りします。

イザベル高等学校
キム・スンナム校長

親愛なる尚絅学院のみなさま

　私たちシュターデ市にあるヴィンツェ

ント・リューベック・ギムナジウムでは

仙台からの皆様の訪問を心よりお待ち

しております。2017年3月にお会いしま

しょう!!
V.L.ギムナジウム
ネーマン校長

国際交流の年譜

02

SHOKEI Vol.511

02

SHOKEI511-特集_四[02-03].indd   2 2016/12/01   11:11

韓国イサベル高校受入時

　中学3年生は、アメリカのモンタナ州へ行って

きました。英語に磨きをかけるのはもちろんの

こと、積極的にコミュニケーションを取ること

の大切さや、地球市民として世界で起きる出来

事に向き合っていくことの重要性に気づくこと

のできた15日間でした。� （担当：佐藤�綾子）

　ブリスベン市にあるＣＣＣＩ（シティポイント・クリスチャ
ン・カレッジ・インターナショナル）において、英語の語
学研修を主な目的とする短期留学を実施してきました。
午前中は語学研修、午後は英語を実践的に使うアク
ティビティなどを体験する内容でした。参加した11名
の生徒は、明るく伸び伸びとした雰囲気のキャンパス
とオーストラリアの自然の中で、自分の新たな可能性
に目覚めた研修となりました。� （担当：森田�寿）

主なスケジュール

　　　主なスケジュール

高校２年　姫野　音々オーストラリア夏季語学研修に参加して

場所／アメリカ合衆国・モンタナ州ミズーラ市　2016年7月19日〜8月2日

場所／オーストラリア・ブリスベン市　2016年7月20日〜8月4日

モンタナ研修に参加して 中学３年　小山内優介

　私たち三年生は７月下旬から８月の上旬までモンタナへ海外研修に行きました。

　この研修では言葉の壁はもちろんのこと、仲間の大切さを改めて実感させられ
ました。モンタナ

はこれまでの研修よりも滞在時間がとても長く、それが原因で様々なトラブルも発
生してしまいまし

た。しかし、トラブルが発生してしまった時、みんなで協力し合い、乗り越えること
ができました。研

修の終わった今、３年生は笑顔の絶えない明るいクラスになりました。このような
クラスになった

のも研修のおかげだと思いました。

　今回の短期留学で、私は支えてくれる人の有り難さを痛感した。
　初めての海外、初めての短期留学。文字通り右も左も分らない状態の私を助けてくれたのは、同じ学校の友人たちと、ホームステイ先の家族だった。英語が下手な私を支えてくれるこの人たちの支えがなければ、今回の短期留学はとてもつまらないもので終わっていただろう。
　今回の経験を生かして、これからも自分を支えてくれている人に感謝しつつ学んでいこうと思う。

7月19日 ミズーラ空港到着→ノールズ・ホールへ

20日
オリエンテーション→モンタナ大学キャンパスツアー
→授業

21日
授業→バスでRockin�rudy’sへ買い物→サウスゲート
・モールへ

22日
授業・キャンパスライフ→夕食後
「Mマウンテン」へハイキング

23日 授業→バスでスプラッシュモンナタへ

24日 礼拝出席→Tシャツを絞り染め

25日
授業→HuHotモンゴル料理店へ→Cold�Spring小学
校へ・Sentinel高校へ→英語の家庭教師との勉強

26日 授業→レーザータグやショッピング

27日
授業→サーモン湖でカヤックやパドルボードや水泳、
バーベキュー

28日
授業→PBL（課題解決型学習のプレゼン→夕食後
Caras公園へ

29日
授業→午後ウォルマートスーパーへ買い物（1時間）
→Spring�Senior�Residence（高齢者施設）で交流

30日 Farmer's　Marketへ→LINC　Olympicsへ

31日 キャンパスライフ→ターナーホールで送別会

8月1日 ミズーラ出発・帰国

7月20日 仙台駅→成田空港⇒（機内泊）

21日
→ブリスベン空港⇒市内観光（博物館・美術館見
学、公園散策、水上バス体験など）→学校着・ホス
トファミリーとのマッチング、ホームステイ先へ

22日 オリエンテーション、キャンパスツアー
オージー英語入門

23日 休日（ホストファミリーとの生活）

24日 休日（ホストファミリーとの生活、教会礼拝）

25日 授業、歓迎会

26日 授業、エドワーズパークでのフィールドワーク

27日 遠足（ゴールドコースト・ドリームワールド）

28日 授業、オーストラリアの野生動物
オーストラリアのお菓子作り体験

29日 授業、小学生クラスへの訪問と交流

30日 休日（ホストファミリーとの生活）

31日 休日（ホストファミリーとの生活、教会礼拝）

8月1日 授業、アボリジニ―の芸術・文化
ショッピングセンターで買い物体験

2日

授業、修了式（修了証書授与、尚絅生から感謝の
言葉とバディやホストファミリーへの手紙、尚絅
生の踊りの披露、茶話会）→ホストファミリーと
帰宅

3日 学校集合→ブリスベン空港⇒成田空港着・宿泊

4日 成田→仙台駅・解散式

※ＣＣＣＩでの研修内容
　・�尚絅生のための英語クラス、現地の高校生の授業
を体験、ティータイムにバディとの交流など

米国・海外研修（対象  中学校3年）

オーストラリア・短期語学研修（対象  高校生）

尚絅の皆様へ

Thank you all for your enthusiasm、 cheerfulness and 

bright smiles! We can share memories of a lifetime 

together. （Tony Gamell）

 （すべてあなたの熱意、陽気と明るい微笑をありがとう!

我々は、一緒に生涯の記憶を共有することができます。）

03

SHOKEI Vol.511

SHOKEI511-特集_四[02-03].indd   3 2016/12/01   11:11



　「きっこ先生」という方がいました。き

っこ先生は、私が通っていた幼稚園の

園長先生の娘さんで、そこの教会で行

われていた「こひつじの集い」の中心

にいた人でした。「こひつじの集い」は、

月に１度中高生が一人一つ食材を持

ち寄って晩ご飯を皆で作るという会です。

私も高校生の頃から通うようになり、大

学２年生頃まで「お姉さん役」としてち

ゃっかり顔を出していました。

　きっこ先生はいつも笑顔の人でした。

いくつかの大学で教えており、とても忙

しいはずなのに疲れた顔などこれっぽ

っちも見せずに、明るく中高生と料理を

作っていました。ちょっとしたことでも褒

めてくれ、やる気にさせるのがとても上

手。ずいぶんと年上でしたが、私たちと

同じ目線にたって、でもしっかりと導い

てくれる。そんな先生みたいな大人に

なりたいと、私は素直に思っています。

　ある日、私は指輪を教会に忘れてき

てしまいました。次の日は礼拝だった

ので、私はきっこ先生に明日見つけた

ら預かっていて下さいとメールをしました。

するときっこ先生はわざわざ夜の教会

に戻り、「今度会った時に返すね！」と返

事をくれました。ですが、指輪を受け取

る機会がないままに、きっこ先生はあま

りに突然に神様のもとへ行ってしまいま

した。

きっこ先生に預けたままの指輪に、私は

まだ、きっこ先生とのつながりを感じて

います。

「きっこ先生」

高 校・インターアクト部
Vol.9

　インターアクトクラブは、仙台ロータリークラブのサポ

ートのもと活動している部活です。高校1年生9名、2年

生10名、3年生2名で、国際交流や奉仕活動をしています。

国際交流では、留学生との交流やスカイプ、留学経験者の

報告会や海外事情を知る研修会への参加を行なっていま

す。また、広瀬川の清掃活動をはじめ、植樹活動、障害者

の方々との交流、ネパール大震災被災者への募金、仙台

国際ハーフマラソン大会での車いす選手の補助などのボ

ランティア活動に参加しています。その他にも、宮城野区

と協力して地域の紹介をする「かべ新聞」を製作していま

す。今年の夏には、さだまさしさ

ん設立の「風に立つライオ

ン基金」から顕彰状が贈

られました。私たちは、

たくさんの人との出会

いを通して世界への視

野を広げ、お互いの意見

を尊重しながら共に成長

できるよう努めていきたいと

思っています。

部長・二井谷友　　副部長・針生志音

vol.44教職員エッセイ

経営管理部事務職員

山下　とも

梅の花

手話教室

「かべ新聞」作りで
うみの杜水族館取材

ロータリー
地区大会

集合写真
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日東ベスト（株）特販事業部

伊藤　純さん
２００９年　尚絅学院大学健康栄養学科　卒業

［ 卒業生コラム ］

vol.44
“なりたい自分”になるために、
大学で過ごす4年間を大事にして
思いきり充実させよう!

１.�この仕事を選択した理由と、�
仕事に就いて今感じている事を
お聞かせください。

　もともと『食』に興味があり、将来『食』に関わる仕事

に就きたいと思い、管理栄養士という職種を目指しました。

病院や介護施設での管理栄養士業務を目指しましたが、『よ

り多くの人に食の感動を届けたい！』と思い、食品メーカーであ

る日東ベストに入社する事となりました。当社は、業務用の冷凍

食品メーカーです。学校給食やスーパーのお惣菜、外食店向け等の商品

を製造・販売しております。入社してからは、『試作開発部』にて商品の

開発業務に携わりました。現在は営業部門に異動になり、担当するお客

様に商品のＰＲを行っております。“お客様のニーズ”に応えられる商品

を開発し、導入して行く事は難しいですが、お客様の『美味しい笑顔』の

ため、日々奮闘しております。

２.�仕事の上でのやりがいについて教えてください。
　自分で開発した商品を使用して頂く事や、お客様の要望に合致した

商品を提案し、導入に繋がった時にやりがいを感じます。特に開発に携

わっていた時は、自分の開発した商品が全国のお客様に使用され、食

べた人から「美味しい」という声を聞いた時は、感動を覚えました。『食

の感動』を届ける事が仕事ですが、逆に“食”を通して感動を頂ける事

に面白みを感じております。

３.後輩へのアドバイスをお願いします。�
　大学生の4年間というのは、今思い返しても充実した日々でした。講

義や実習、就活、国家試験対策…等大変な事もありましたが、多くの仲

間と思いっきり遊び・学びました。何事も“本気でやる”事は重要です。大

学時代にしか出来ない事、やりたい事、様々な体験を通して、 “なりたい

自分”になってください。

2005年4月　 尚絅学院大学健康栄養学科入学
2009年3月　 同　卒業
2009年4月　  日東ベスト株式会社入社（試作開発部）
2014年4月　 同　　　健康事業部
2016年4月　 同　　　特販事業部
　　　　　　　現在に至る

デスクワーク

商談風景
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ク
リ
ス
マ
ス
は
イ
エ
ス
様
の
誕
生

日
で
す
が
、ク
リ
ス
マ
ス
が
12
月
25

日
で
あ
る
と
は
聖
書
の
ど
こ
に
も

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ク
リ
ス
マ
ス

が
12
月
25
日
に
祝
わ
れ
た
と
い
う

最
古
の
記
録
は
西
暦
3
3
6
年
の

こ
と
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
イ
エ
ス

の
誕
生
日
で
は
な
く
、イ
エ
ス
の

誕
生
を
記
念
す
る
日
で
あ
る
の
で

す
。

　

12
月
25
日
は
冬
至
で
す
。こ
の

日
か
ら
日
照
時
間
が
少
し
ず
つ
長

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。こ
こ
に
は
イ

エ
ス
様
が
暗
闇
を
照
ら
す
太
陽
の

よ
う
に
、す
べ
て
の
人
の
救
い
主
と

し
て
こ
の
世
に
来
ら
れ
た
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ｍ
ａ
ｓ
は
Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ

ｓ
ｔ（
キ
リ
ス
ト
の
）+
ｍ
ａ
ｓ（
ミ

サ
・
礼
拝
）で
す
。
ぜ
ひ
ク
リ
ス
マ

ス
に
学
校
や
教
会
で
行
わ
れ
る
礼

拝
に
参
加
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

宗教主任から
の

メッセージ

田所義郎

④

11
月
24
日（
木
）

創
立
記
念
礼
拝

　

11
月
24
日（
木
）に
創
立
記
念
礼
拝
が

中
学
校
・
高
等
学
校
校
舎
礼
拝
堂
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
本
基
督
教
団
仙
台
北

三
番
丁
教
会
牧
師
の
江
連
実
氏
を
お
招

き
し
、「
唯
一
の
神
を
知
る
こ
と
」と
題
し

た
説
教
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
基
調
講

演
で
は「
な
ぜ
建
学
の
精
神
を
継
承
す
る

こ
と
は
大
切
な
の
か
」と
題
し
、キ
リ
ス

ト
教
学
校
教
育
同
盟
の
磯
貝
暁
成
氏
よ

り「
尚
絅
学
院
の
教
職
員
が
自
ら
建
学

の
精
神
の
実
践
者
と
し
て
行
動
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
」と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
24
日（
木
）

尚
絅
音
楽
祭

　

11
月
24
日

（
木
）に
中
学

校
・
高
等
学

校
校
舎
礼

拝
堂
に
て
、

昨
年
度
に
引

き
続
き
第

2
回
目
と
な

る「
尚
絅
音

楽
祭
」
を
開

催
し
ま
し

た
。
当
日
は

同
窓
生
・
学

生
・
生
徒
・
教

職
員
・
地
域

の
方
々
な
ど
、

約
５
０
０
名

の
来
場
者
の

方
々
に
、
合

唱
・
ピ
ア
ノ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
中
心
と
し

た
尚
絅
の
音
楽
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
は
、中
高
生
と
大
学
生
が

一
緒
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
・
合
唱
を
す

る
ス
テ
ー
ジ
が
実
現
し
、運
営
側
に
も
中

高
の
演
劇
部
・
宗
教

部
・
放
送
部
が
参
加
す

る
な
ど
、昨
年
よ
り
一

層「
オ
ー
ル
尚
絅
」に

よ
る
音
楽
祭
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
来
年

の
尚
絅
音
楽
祭
に
ご

期
待
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。�
（
総
務
課　

吉
田 

祐
也
）

学
院

10
月
19
日（
水
）

秋
の
遠
足（
年
少
）

　

気
持
ち
の
良
い
秋
晴
れ
と
な
っ
た
10

月
19
日（
水
）、年
少
組
で
は
仙
台
市
八
木

山
動
物
公
園
へ
遠
足
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

園
内
の
散
策
で
は
秋
の
自
然
を
感
じ

な
が
ら
、
日
頃
身
近
に
触
れ
る
こ
と
の

な
い
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
や
カ
バ
、キ
リ
ン
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
が
揃
う
ア
フ
リ
カ

園
を
中
心
に
散
策
し
て
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
間
近
で
見
る
迫
力
の
あ
る

動
物
に
大
興
奮
。
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、園
内
の
広

場
で
は
お
弁
当
と
お
や
つ
を
食
べ
ま
し

た
。
青
空
の
下
友
だ
ち
と
食
べ
る
お
弁

当
と
お
や
つ
は
格
別
の
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
楽
し
い
秋
の
一
日
、
年
少
組
で
の

思
い
出
が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し
た
。

（
幼
稚
園
教
員　

武
田　

美
咲
）

　

そ
の
後
の
教

職
員
発
表
で
は
、

建
学
の
精
神
を

踏
ま
え
た
活
動

や
考
え
を
3
名

の
教
職
員
が
発
表
し
、
来
年
で
創
立

1
2
5
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、建
学

の
精
神
の
大
切
さ
を
改
め
て
教
職
員
全

員
で
共
有
し
た
実
り
あ
る
場
と
な
り
ま

し
た
。
最
後
の
職
員
表
彰
式
で
は
優
秀

職
員
表
彰（
2
名
と
1
グ
ル
ー
プ
）と
永

年
勤
続
表
彰（
6
名
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
総
務
課　

吉
田 

祐
也
）

職
員
表
彰
式（
2
名
と
1
グ
ル
ー
プ
）

〇
佐
藤 

淳
一

〇
阿
部 

千
恵
子

〇
健
康
栄
養
学
科
実
験
助
手

　

千
葉 

元
子

　

菅
野 

美
千
代

　

鎌
田 

久
仁
子

　

角
田 

由
希

　

森
谷 
祐
佳

永
年
勤
続
表
彰

30
年

　

佐
藤 

淳
一

20
年

　

松
本 

真
奈
美

　

三
浦 

理
枝

　

齋
藤 

陽
子

　

佐
々
木 

義
則

　

吉
谷 

正
樹

幼
稚
園

各学校からの
お知らせ

情報
掲示板

芸術の秋、スポーツの秋
勉学に励む秋…。さまざまな秋を
体験&挑戦することができました。

わ
が
名
を
畏
れ
敬
う

あ
な
た
た
ち
に
は
、

義
の
太
陽
が
昇
る
。

�

（
マ
ラ
キ
3
章
20
節
）
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

11
月
１
日（
火
）〜
２
日（
水
）

中
１・フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

今
回
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
は
、
1
日

目
に
八
幡
町
に
つ
い

て
勉
強
し
ま
し
た
。

昔
か
ら
あ
る
お
店
な

ど
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
て
、
八
幡
町
の

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
水
質
調
査
で
広
瀬
川
に

行
き
ま
し
た
。
広
瀬
川
で
は
、
サ
ケ
の

産
卵
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
指

標
昆
虫
の
観
察
を
し
た
ら
、
初
め
て
見

る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
い

ろ
ん
な
昆
虫
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
水
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
学
習
を
通
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
け
た

ら
良
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
八

幡
町
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
１
年　

福
士 

優
菜
）

11
月
5
日（
土
）

幼
稚
園
創
立

60
周
年
記
念
式
典

　

式
典
当
日
の
11
月
5
日（
土
）は
暖
か

な
光
に
包
ま
れ
、「
大
空
髙
く
ど
こ
ま
で

も
…
」と
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
園
歌

『
光
の
子
』の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
空
に
響
き
、

そ
し
て
、ど
こ
ま
で
も
広
が
っ
て
い
く
よ

う
な
青
空
で
し
た
。

　

第
１
部
礼
拝
は
大
学
礼
拝
堂
に
て
、

元
園
長
山
形
潔
子
先
生
か
ら
お
話
を
い

10
月
18
日（
火
）

収
穫
感
謝
礼
拝
と

施
設
訪
問

　

10
月
18
日（
火
）

の
朝
、
中
高
の
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
秋

の
実
り
を
持
ち
寄

っ
て
礼
拝
堂
に
飾

り
、
収
穫
感
謝
礼

拝
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
さ

さ
げ
ら
れ
た
秋
の

実
り
は
、
聖
書
の
時
間
で
生
徒
た
ち
の

手
に
よ
り
25
個
の
箱
い
っ
ぱ
い
に
分
け

ら
れ
ま
し
た
。
中
学
校
、
高
校
1
年
2

組
、
1
年
4
組
、
宗
教
部
の
生
徒
た
ち

が
、
そ
れ
ら
の
秋
の
実
り
を
持
っ
て
市

内
5
ヶ
所
の
病
院
や
福
祉
施
設
を
訪
問

し
ま
し
た
。
今
年
も
花
束
だ
け
で
は
な

く
、
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
交
流
の
時
間

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
家
庭

で
の
ご
協
力
に
も
感
謝
で
す
。

（
宗
教
部
副
主
任　

赤
井　

慧
）

た
だ
き
、
八
幡
旧

園
舎
時
代
の
子
ど

も
た
ち
の
会
話
を

思
い
出
し
、
懐
か

し
さ
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
お
祝
い
の
会
は
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
、園
児
、
保
護
者
と
ご
家
族
、旧

職
員
、お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
等
約

4
0
0
名
が
、皆
で
軽
食
を
囲
み
な
が
ら

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

※
園
歌「
光
の
子
」は
、
創
立
30
周
年
記

念
と
し
て
作
詞
・
元
園
長
菅
千
代
先
生
、

作
曲
・
元
園
長
今
井
邦
男
先
生
に
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
幼
稚
園
教
頭　

坂
本 

由
佳
里
）

10
月
31
日（
月
）〜
11
月
2
日（
水
）

中
２・イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

英
語
で
輝
く

　

10
月
31
日
か
ら

２
泊
３
日
で
始
ま

っ
た
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
キ
ャ
ン
プ
。

　

私
は
正
直
言
っ

て
、行
き
た
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

英
語
は
得
意
だ
け
ど
好
き
で
は
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
嫌
々
出
発
し
、あ
っ
と
い

う
間
に
到
着
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、思
っ
て
い
た
の
と
は
真
逆
で

キ
ャ
ン
プ
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が

出
来
、い
つ
も
よ
り
積
極
的
に
な
れ
た
気

が
し
ま
す
。
先
生
が
何
を
言
っ
て
る
の
か

は
っ
き
り
と
分
か
ら
な
く
て
も
、ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
な
ど
で
分
か
り
合
え
た
気
が
し

ま
す
。

　

最
後
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、

ク
ラ
ス
み
ん
な
が
胸
を
張
っ
て
発
表
し

て
い
て
、一
人
一
人
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

（
２
年　

山
口 

結
子
）

中
学
校

中
学
校
・
高
等
学
校
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10
月
15
日（
土
）・
10
月
16
日（
日
）

中
学・尚
絅
祭

　

今
年
の
尚
絅
祭
は
、
新
校
舎
で
行
う

記
念
す
べ
き
一
回
目
で
し
た
。
私
に
と
っ

て
は
中
学
校
生
活
最
後
の
尚
絅
祭
で
も

高
校・尚
絅
祭

　

今
年
度
の
尚
絅
祭
は
、
新
校
舎
で
の

初
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
正
直

未
知
の
世
界
で
あ
り
、
何
回
も
話
し
合

い
を
重
ね
て
は
実
践
し
て
の
繰
り
返
し

で
し
た
。
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
」
と

10
月
25
日（
火
）

芸
術
鑑
賞
会

　

私
た
ち
は
授
業
の
一
環
と
し
て
『
消

え
た
海
賊
』
と
い
う
音
楽
劇
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
陽
気
な
海
賊
た
ち
は
精
神

の
若
さ
、
美
し
さ
、
そ
し
て
自
由
を
私

た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
観
客
を

巻
き
込
む
演
技
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

私
が
特
に
印
象
的
で
共
感
し
た
の
は

「
戦
争
で
人
を
殺
せ
ば
誉
め
ら
れ
て
英

雄
に
な
り
、
平
時
に
人
を
殺
せ
ば
殺
人

犯
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
バ
カ
げ

た
常
識
を
我
ら
が
ひ
っ
く
り
返
し
た
ん

だ
。」
と
い
う
台
詞
で
す
。
そ
し
て
コ
ミ

カ
ル
な
雰
囲
気
か
ら
一
転
、
バ
ッ
ト
エ
ン

ド
と
い
う
衝
撃
な
ラ
ス
ト
が
胸
に
刺
さ

り
ま
し
た
。（

高
校
3
年　

山
内 

園
香
） 

中
学　
10
月
24
日（
月
）

高
校　
10
月
28
日（
金
）

秋
季
生
徒
総
会

　

代
議
委
員
会
は
、
秋
季

生
徒
総
会
に
向
け
て
、
総

会
資
料
の
読
み
合
わ
せ
、

質
問
・
意
見
表
の
配
布
と

回
収
、
集
計
と
返
答
、
投

票
用
紙
の
配
布
な
ど
の
仕

事
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
秋
季
生
徒
総
会
当
日
に
は
、
協
議

事
項
と
し
て
、
野
球
愛
好
会
の
部
昇
格

に
つ
い
て
協
議
し
、
賛
成
多
数
で
軟
式

野
球
部
と
し
て
部
活
動
へ
昇
格
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告

事
項
で
は
、「
制
服
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
や
理
想
協
で
話
し
合
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
生
徒
会
執
行
部
を
引
退

す
る
前
、最
後
と
な
っ
た
今
回
の
仕
事
は
、

責
任
を
持
っ
て
取
り
組
め
た
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
の
活
動
を
、
き
ち
ん
と
後
輩

に
引
き
継
ぎ
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
代
議
委
員
長　

渡
邉 

葵
） 

あ
り
、
今
ま
で
で
一
番
良
い
も
の
に
し
よ

う
と
思
い
取
り
組
み
ま
し
た
。
中
学
校

で
は
、一
年
生
が
校
舎
の
装
飾
を
行
い
、

二
年
生
が
カ
フ
ェ
を
、
三
年
生
が
駄
菓

子
屋
を
出
店
し
ま
し
た
。
ど
の
学
年
も

ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し

た
。
生
徒
会
と
し
て
は
デ
ザ
イ
ン
を
一

か
ら
考
え
た
記
念
品
の
タ
オ
ル
を
販
売

い
う
の
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
過
酷
で

あ
り
、
頭
の
中
で
思
い
描
く
も
の
を
実

際
に
造
り
上
げ
る
と
な
る
と
、
私
た
ち

の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い
と

い
う
の
が
現
実
で
し
た
。
上
手
く
い
か

ず
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
度
に
、
自
分

の
無
力
さ
を
思
い
知
り
ま
し
た
が
、
い

ろ
い
ろ
な
人
の
支
え
も
あ
り
、
無
事
尚

絅
祭
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
中
学
校
で
は

全
校
作
品
の
ビ
ニ
ー
ル
ア
ー
ト
を
制
作

し
ま
し
た
。
新
校
舎
で
行
う
初
め
て
の

文
化
祭
と
い
う
こ
と
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
中
学
校
が
一
つ

と
な
り
良
い
文
化
祭
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

（
3
年　

茂
永 

頼
子
）

　

成
功
し
た
も
の

も
あ
れ
ば
、
悔
し

い
思
い
を
し
た
も

の
も
あ
り
、
反
省

ば
か
り
の
尚
絅
祭

と
な
り
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
人
の

楽
し
そ
う
な
笑
い

声
や
笑
顔
を
見

て
、
頑
張
っ
て
き

て
よ
か
っ
た
と
心

の
底
か
ら
思
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
う
や
っ
て
無
事
に
尚
絅
祭
が
終
わ

れ
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
化
祭
実
行
委
員
長　

土
生
木 

愛
名
）
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

7
月
30
日（
土
）〜
8
月
19
日（
金
）

韓
国・培
材
大
学

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
報
告

　

9
名
の
学
生
が
7
月
30
日
か
ら
8
月

19
日
ま
で
、
韓
国
の
協
定
校
の
培ぺ

材じ
ぇ

大

学
で
行
わ
れ
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
参

加
し
ま
し
た
。
学
生
は
6
月
か
ら
事
前

学
習
を
重
ね
て
研
修
に
臨
み
、
研
修
期

間
中
は
韓
国
語
や
文
化
に
関
す
る
学
習
、

大
　
学

7月30日〜8月19日
培材大学　主なスケジュール

9
月
4
日（
日
）

環
境
構
想
学
科・エ
コ
フ
ェ
ス
タ 

出
展
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

勾
当
台
公
園
市

民
広
場
で
開
催
さ

れ
た
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

（
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
せ

ん
だ
い
推
進
協
議
会
主
催
）に
学
科
企
画

「
大
学
生
エ
コ
活
動
発
信
〜
も
っ
た
い
な

い
!
古
布
か
ら
物
作
り
体
験
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
出
展
し
ま
し
た
。

　

捨
て
て
し
ま
う
よ
う
な
小
さ
な
布
、

例
え
ば
、シ
ミ
の
あ
る
古
着
、
大
学
の
衣

服
実
習
で
服
作
り
し
た
後
の
裁
断
く
ず
、

実
験
の
残
り
布
な
ど
を「
も
っ
た
い
な
い
」

「
ご
み
に
せ
ず
に
活
か
そ
う
」
と
ア
パ
レ

ル
デ
ザ
イ
ン
実
習
で
学
ん
だ
織
物
の
基

礎
技
術
を
応
用
し
て
裂
き
織
と
ア
ク
セ

サ
リ
ー
作
り
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
今

年
も
大
盛
況
で
、「
ぜ
ひ
来
年
も
参
加

し
た
い
」
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

学
科
出
展
だ
け
で
な
く
、エ
コ
フ
ェ
ス
タ

の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
学
生

た
ち
は
活
躍
し
ま
し
た
。

（
環
境
構
想
学
科
教
員　

玉
田 

真
紀
）

９
月
９
日（
金
）

高
２・尚
絅
学
院
大
学

模
擬
授
業

　

高
校
２
年
生
総
合
進
学
コ
ー
ス
文
系

の
生
徒
を
対
象
に
、
尚
絅
学
院
大
学
の

模
擬
授
業
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
全
６
学
科
か
ら
２
学

科
を
選
択
し
受
講
し
ま
す
。
生
徒
た
ち

は
専
門
的
な
知
識
の
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
授
業
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
質
問

を
す
る
な
ど
し
て
積
極
的
に
授
業
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

　

ど
の
授
業
も
生
徒
た
ち
が
普
段
受
け

ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
と
て

も
新
鮮
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
生
徒
の
感

想
に
は
、「
更
に
尚
絅
学
院
大
学
に
入
り

た
い
意
思
が
強
ま
っ
た
。」「
大
学
に
興

味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。」
な
ど
の
前

向
き
な
も
の
が
多
く
、
有
意
義
な
時
間

を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
進
路
部　

加
藤 

綾
惟
）

テ
コ
ン
ド
ー
体
験
・
観
光
地
見
学
な
ど
を

し
な
が
ら
、
培
材
大
学
の
学
生
や
世
界

中
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
と
交
流
を
し
ま

し
た
。
韓
国
語
の
語
学
力
向
上
は
も
ち

ろ
ん
、英
語
も
用
い
て
交
流
し
た
こ
と
で
、

国
際
的
視
野
を
広
げ
、
よ
り
関
心
を
深

め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
後
に

は
学
内
で
報
告
会
も
実
施
し
、
学
び
や

発
見
、来
年
の
研
修
を
検
討
す
る
学
生
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

◆
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
て 

現
代
社
会
学
科
4
年　

西
槇 

美
紀 

　

私
は
今
年
の
夏
に
韓
国 

培
材
大
学

で
行
わ
れ
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
参
加

し
ま
し
た
。
研
修
で
は
韓
国
語
や
韓
国

文
化
を
学
ぶ
授
業
や
、
遊
園
地
訪
問
、

テ
レ
ビ
番
組
観
覧
な
ど
の
体
験
を
し
ま

し
た
。
初
め
て
行
く
場
所
ば
か
り
で
、

少
し
緊
張
し
ま
し
た
が
、
培
材
大
学
の

学
生
や
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者

と
交
流
し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
3
週
間
と
い
う
短
い

期
間
で
し
た
が
、
異
文
化
を
感
じ
な
が

ら
、
毎
日
韓
国
語
の
学
習
に
励
み
、
日

に
日
に
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

1日目 仙台→韓国

2日目
オリエンテーション
キャンパスツアー
ディナーパーティー

3・4日目 韓国語の授業・活動1
体育大会・韓国学授業1

5日目 旅行Inソウル

6日目 韓国語の授業　他
土日休み

9日目 韓国語の授業
10日目 旅行㏌ヨンイン

11日目 韓国語の授業
野球の試合観戦

12日目 韓国語の授業・活動2
韓国伝統遊び

13日目 旅行　ソウルツアー
土日休み

16日目 国家記念日

17日目 韓国語の授業
韓国学授業2

18日目 韓国語の授業・活動3
テコンドー

19日目 韓国語の授業・掃除・修了
式&送別会

20日目 寮のチエックアウト・帰国

◆
第
9
回
日
本
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権

「
D
A
N
C
E 

S
T
A
D
I
U
M
東
北

大
会
」�

ビ
ッ
グ
ク
ラ
ス
第
2
位

　

8
月
17
日
に
は
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

で
開
催
さ
れ
た
「
第
9
回
日
本
高
校
ダ

ン
ス
部
選
手
権  

全
国
大
会
」
に
宮
城

県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
そ
の
様
子
は

テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

 

◆
全
国
高
等
学
校
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

2
0
1
6
東
北
大
会�

優
秀
賞
受
賞

高
校
2
年　

姫
野 

音
々

　
『
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー

ム
の
大
研
究
』
と
い

う
本
を
紹
介
し
、
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。 入

賞
者
の
紹
介

高
等
学
校

2位
全国大会

出場

優秀賞

ダンス部
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◆
第
6
回
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
10
月
8
日
（
土
）
2
時
半
か
ら
2
年
ぶ

り
そ
し
て
新
礼
拝
堂
で
初
の
ア
フ
タ

ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
出
演
は
尚
絅
学
院
こ
ど
も
学
科
教

授
の
佐
藤
淳
一
先
生
と
伴
奏
の
佐
久
間

葉
子
さ
ん
、
中
高
合
唱
部
で
す
。
淳
一
先

生
は
「
待
ち
ぼ
う
け
」「
オ
ペ
ラ
『
魔
笛
』

よ
り
“
な
ん
と
美
し
い
絵
姿
”」
等
8
曲

を
歌
い
日
本
の
歌
、
オ
ペ
ラ
、
カ
ン

ツ
ォ
ー
ネ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
曲
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
唱
部
は

「
詩
編
1
0
0
」「
尚
絅
女
学
院
校
歌
」
等

4
曲
。
最
近
は
学
院
歌
を
歌
う
機
会
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
同
窓
生

に
と
っ
て
は
♪
橄
欖
山
の
夕
暮
れ
の
〜
♪

が
と
て
も
懐
か
し
く
感
動
し
、
涙
ぐ
む

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
礼
拝

堂
い
っ
ぱ
い
に
響
く
素
晴
ら
し
い
テ
ノ
ー

ル
の
歌
声
と
若
々
し
い
コ
ー
ラ
ス
は
夢
の

よ
う
な
時
間
で
し
た
。
同
窓
生
だ
け
で

な
く
、
ご
近
所
の
方
に
も
来
て
い
た
だ
き

感
謝
で
す
。�

（
役
員
　
熊
谷 

史
子
）

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー

10
月
15
日（
土
）・
10
月
16
日（
日
）

遖
！ 
尚
志
祭
！ 

　

10
月
の
15
・
16
日
共
に
晴
天
に
恵
ま

れ
、
お
陰
様
で
3
5
1
3
名
の
お
客
様

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
無
事
尚
志
祭
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
『
遖
』
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲

げ
2
3
1
人
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
思
い

の
通
り
、
尚
絅
生
な
ら
で
は
の
パ
ワ
フ

ル
さ
で
い
ろ
い
ろ
な
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
全
員
で
乗
り
越
え
、『 

遖 

』
と
ご

来
場
頂
い
た
お
客
様
、
尚
志
祭
に
携
わ

る
す
べ
て
の
方
々
、
そ
し
て
尚
志
祭
実
行

委
員
と
感
動
を
分
か
ち
合
え
た
二
日
間

10
月
15
日（
土
）・
10
月
16
日（
日
）

表
現
文
化
学
科・

佐
藤
ジ
ュ
ン
コ
ラ
イ
ブ・

ド
ロ
ー
イ
ン 

グ
in
尚
志
祭

　

10
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）に
行
わ

れ
た
尚
志
祭
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
、
表
現
文
化
学
科
展
示
教
室
内

で
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
佐
藤
ジ
ュ
ン

コ
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
、ジ
ュ
ン
コ
さ

ん
は
、
学
内
を
歩
い
て
か
ら
、
そ
の
様
子

を
次
々
と
教
室
内
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
・
ス

ペ
ー
ス
に
描
い
て
い
き
ま
し
た
。
ジ
ュ
ン

コ
さ
ん
に
自
画
像
を
描
い
て
も
ら
っ
た

学
生
が
、
お
返
し
に
、
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
を

描
い
た
り
す
る
う
ち
に
、
広
い
ス
ペ
ー
ス

は
楽
し
い
イ
ラ
ス

ト
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
表

現
文
化
学
科
で
は
、

今
後
も
こ
の
よ
う

な
体
験
型
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

（
表
現
文
化
学
科
長　

秋
月 

高
太
郎
）

10
月
15
日（
土
）・
10
月
16
日（
日
）

短
大
保
育
科
＆
四
大
子
ど
も

学
科・ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

　

尚
志
祭
の
期
間
中
、
短
大
保
育
科
・
４

大
子
ど
も
学
科
の
ミ
ニ
同
窓
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
参
加
卒
業
生
は
16
名
。
そ

れ
に
ご
主
人
と
子
ど
も
た
ち
、
退
職
さ

れ
た
山
形
潔
子
先
生
、高
木
和
男
先
生
、

そ
し
て
現
役
教
員
た
ち
を
含
め
て
30
名

集
ま
り
ま
し
た
。

　

会
で
は
懐
か
し
い
歌
、
自
己
紹
介
と

近
況
、
子
ど
も
学
科
の
現
状
を
報
告
し

た
あ
と
、
で
き
れ
ば
以
前
の
短
大
保
育

部
会
が
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
同
窓
会
を

復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
を
お
伝
え

し
、
実
行
委
員
会
立
ち
上
げ
を
承
認
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
秋
11
月
初

旬
の
土
曜
日
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
覚

え
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

古
い
ア
ル
バ
ム
に
写
っ
た
自
分
を
見
て

「
若
〜
い
!
」
と
卒
業
生
。
で
も
、
今
も

若
々
し
い
。
そ
し
て
、輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

（
子
ど
も
学
科
教
員　

東 

義
也
）

に
な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
一

生
懸
命
取
り
組
み
、
尚
志
祭
愛
が
強
い

2
3
1
名
と
活
動
で
き
た
約
半
年
間
は

み
ん
な
に
と
っ
て
そ
し
て
私
に
と
っ
て

も
最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
そ
の
先
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

尚
志
祭
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
か
今
後
と
も
温
か
い
目
で
見

守
っ
て
い
た
だ
け
ば
幸
い
で
す
。

（
尚
志
祭
実
行
委
員
長　

木
口 

茉
奈
美
）
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

今
年
度
卒
業
生
の

　

 

保
護
者
の
皆
様
へ

　

尚
絅
学
院
後
援
会
は
、
学
院
の
充
実

と
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
「
学
院
へ
の

援
助
」
と
「
尚
絅
誌
」
の
発
行
を
行
っ
て

い
る
支
援
団
体
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
発

行
し
た
尚
絅
誌
は
5
1
1
号
と
な
り
、

ま
た
中
学
高
等
学
校
礼
拝
堂
・
大
学
礼

拝
堂
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
教
育
環
境
の
整
備
の
た
め

に
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
ま
も
な
く
卒
業
時
期
が
近
づ
き
、

「
卒
業
生
入
会
案
内
」を
保
護
者
の
皆
様
へ

お
届
け
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
卒

業
後
は
、卒
業
生
会
員
と
し
て
母
校
と
の

繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、学
院
支
援

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
回
の
入
会
手
続
き
は
、
保
護
者
の

皆
様
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

後
援
会

今
回
の
ご
芳
名
は
　
4
月
1
日
よ
り
11
月
28
日
後
援
会・同
窓
会
受
付
分
の
掲
載
で
す
。

皆
様
の
ご
芳
心
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

賛
助
会
員

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

髙
橋
脩 

太
田
喜
一
郎 

氏
家
道
子

落
合
玲
子 

和
泉
眞
喜
子 

伊
藤
理
紗　

伊
藤
仁
美 

赤
坂
夏
海 

平
塚
未
紗

大
泉
春
佳 

車
田
智
子 

野
澤
初
恵

金
六
、〇
〇
〇
円

佐
久
間
新
一 

金
五
、〇
〇
〇
円

阿
部
久
子 

小
野
昌
子 

斎
藤
多
賀
子

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
気
仙
沼
教
会

東
海
林
茂
子

　
金
四
、〇
〇
〇
円

福
田
弘
子 

菊
地
文
武　

道
又
百
合
子

篠
田
芳
美 

水
上
佳
子　

佐
々
木
尚
子

高
出
美
津
江 

小
笠
原
義
道

金
三
、〇
〇
〇
円

虎
岩
頼
忠 

鈴
木
昭
子 

栁
澤
静
子

金
二
、〇
〇
〇
円

小
西
道
子 

市
川
喜
巳 

佐
藤
美
枝
子

境
澤
和
男 

今
井
敦
子 

三
戸
部
英
子

佐
藤
幸
子 

斎
洋
子 

山
本
佐
知
子

奈
良
燿
子 

上
西
則
子 

杉
本
登
代
子

穂
積
昌
子 

滝
田
光 

朝
長
ス
ミ
ヱ

荒
井
礼 

齋
藤
敦
子 

吉
田
千
代
子

吉
田
恵
子 

後
藤
た
き 

押
切
あ
け
み

大
友
ミ
エ 

土
生
絹
子 

平
間
佐
喜
子

木
村
淳
子 

安
澤
恭
子 

鎌
田
三
千
子

畠
山
敬
子 

岡
崎
美
砂 

菅
原
眞
美
子

吉
川
孝
子 

斎
藤
典
子 

音
羽
眞
理
子

髙
澤
喜
一 

髙
瀬
博
子 

千
葉
由
美
子

齋
亮
子 

安
住
美
佳 

横
山
た
か
子

菊
田
園
子 

斉
藤
佳
子 

馬
淵
眞
理
子

宍
戸
弥
生 

瀬
谷
眞
代 

川
﨑
瑠
美
子

山
本
博
美 

福
岡
理
恵 

伊
勢
と
よ
子

石
岡
宏 

高
橋
克
子 

馬
場
ゆ
ふ
子

林
桂
子 

淺
野
京
子 

大
橋
美
智
子

蟹
澤
詔
子 

木
島
桂
子 

祖
川
か
つ
子

山
下
洋
美 

金
森
順
子 

川
上
千
華
子

阿
部
玲
子 

安
達
英
子 

田
中
か
を
り

播
節
子 

伊
藤
雄
子 

佐
々
木
ケ
イ

井
出
綾 

氏
家
な
ほ 

大
久
保
桂
子

遊
佐
久
雄 

村
主
由
美 

上
西
ひ
ろ
子

小
泉
惠
子 

山
川
髙
子 

菊
地
め
ぐ
み

大
畑
光
子 

阿
部
良
子 

小
野
寺
千
佳

管
野
紘
子 

浅
野
恭
子 

千
葉
亜
沙
子

村
田
陽
子 

桝
谷
恵
子 

渡
辺
美
津
子

松
村
勝
代 

小
野
樹
子 

佐
々
木
久
美
子

菊
地
智
美 

佐
藤
了
子 

佐
々
木
純
子

吉
田
桃
子 

昆
野
牧
恵 

本
堂
冨
貴
子

熱
海
和
子 

吉
岡
八
重
子 

大
友
さ
ち
子

佐
藤
謙
一 

弥
藤
芙
美
絵 

野
口
サ
チ
子

荒
木
久
子 

牧
野
あ
ゆ
み 

佐
藤
恵
美
子

佐
藤
育
子 

小
林
祥
子 

小
林
千
惠
子

斎
藤
幸
子 

井
浦
郷
子 

戸
村
千
恵
子

正
会
員

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

伊
藤
倫
子

金
六
、〇
〇
〇
円

高
橋
真
子

金
五
、〇
〇
〇
円

小
野
昌
子 

東
海
林
茂
子 

熱
海
和
子

金
四
、〇
〇
〇
円

加
藤
房
枝 
福
田
弘
子 

村
主
由
美

金
三
、〇
〇
〇
円

虎
岩
頼
忠 

上
西
則
子 

鈴
木
昭
子

氏
家
道
子 

柳
澤
静
子

金
二
、〇
〇
〇
円

川
村
優
果 

小
西
道
子 

三
戸
部
英
子

今
井
敦
子 

本
郷
智
子 

山
本
佐
知
子

佐
藤
幸
子 

奈
良
燿
子 

斎
藤
多
賀
子

穂
積
昌
子 

吉
田
恵
子 

朝
長
ス
ミ
ヱ

後
藤
た
き 

土
生
絹
子 

吉
田
千
代
子

畠
山
敬
子 

安
澤
恭
子 

平
間
佐
喜
子

木
村
淳
子 

宍
戸
弥
生 

横
山
た
か
子

瀬
谷
眞
代 

伊
藤
雄
子 

川
﨑
瑠
美
子

齋
藤
幸
子 

齋
田
尚
子 

伊
勢
と
よ
子

桝
谷
恵
子 

小
野
樹
子 

馬
場
ゆ
ふ
子

村
田
陽
子 

松
村
勝
代 

大
久
保
桂
子

佐
藤
育
子 

佐
藤
了
子 

昆
野
牧
恵

鶴
間
順
子 

猪
狩
淑
子 

伊
藤
美
津
子

斎
洋
子 

今
野
む
つ
子 

野
口
サ
チ
子

荒
井
礼 

上
西
ひ
ろ
子 

菊
地
め
ぐ
み

長
田
彩 

佐
々
木
純
子 

渡
辺
美
津
子

井
出
綾 

吉
岡
八
重
子 

佐
々
木
久
美
子

戸
村
千
恵
子

後
援
会
会
費
納
入
者（
敬
称
略
）

同
窓
会
協
力
費
納
入
者（
敬
称
略
）
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